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本研修は 2012年から 2023 年の 11年間にわたり、看護師のみなさまが、高齢者医療・在宅医療における

臨床実践の場で活用できる老年医学や老年看護、リハビリテーションの専門的知識、昨今の社会的動向、

新しい取り組みなどについて学び、理解・関心を深めていただけるよう「高齢者医療・在宅医療総合看護研

修」として開催してまいりました。 

現在、わが国では長寿社会が現実のものとなり、今後もさらなる高齢化の進行が見込まれています。近年、

老年専門領域では、高齢者一人ひとりの尊厳と意思を尊重し、その人らしく生きることを支えるケアのあり方

が模索され、科学的知見や実践的成果も蓄積されつつあります。それに伴い、高齢者にふさわしい医療や

ケアの提供体制、支援システムの整備、持続可能な社会保障の実現に向けた取り組みが、現場実践と政策

形成の双方で活発に進められています。さらに高齢者医療や在宅医療の現場では、チーム医療や多職種

連携の重要性が一層高まっており、各専門職が果たすべき役割も多様化・高度化しています。 

このような背景から国立長寿医療研究センターは、研修全体をより分かりやすく、質の高いものとするととも

に、2025 年度から多職種のみなさまにも受講いただけるよう「～明日の実践にいかす～ 高齢者総合ケア研

修（Education Programmes for Integrated Care：EPIC）」としてリニューアルいたしました。 

 

※認知症の看護①②の研修資料・内容は主に看護師を対象として作成しております。あらかじめご了承の

上、申し込み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<目的> 

高齢者の心身や生活環境を包括的・全人的に理解し、医学的根拠に基づいて、尊厳を重んじ

た質の高い医療・在宅ケアを実践できる人材を育成する。 

 

<目標> 

1. 高齢期に多く見られる症状や機能障害の特徴を理解する。 

2. 高齢者の健康課題を適切に把握し、科学的根拠に基づくアセスメント力を身につける。 

3. 超高齢社会の動向や長寿社会のニーズを踏まえ、ふさわしい医療とケアを考察する。 

4. 人生の最終段階に必要な知識を学び、近年の関連動向を理解する。 

5. 高齢者の尊厳と人権を重んじ、高い倫理性に基づく良質な医療・ケアの実践を目指す。 

１．高齢者総合ケア研修について 



 

 

 

 

 前述の研修目的と目標に沿って、国立長寿医療研究センターでの臨床実践･研究活動を踏まえたプログ

ラムを構成しています。 

 2026 年度の開講講座は下記の通りです。講座はすべて現地開催いたします。 

 「高齢者の医療とケア 1・2・3」講座は異なる内容となっており、1 講座のみの受講も可能です。 

各講座の講義は、2 日間の短期集中講義形式で開催いたします。講義時間は 30 分から 60 分を 1 コマ

とし、事例検討は 70 分から 90 分の 1 コマで行います。 

 

 

※1 2016 年度診療報酬改定で新設され、2020 年度に改定された「認知症ケア加算 2・3」の 

施設基準の該当研修です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座名 

⚫ 高齢者の医療とケア 1 ＜EPIC-E（Elderly）1＞ 

⚫ 高齢者の医療とケア 2 ＜EPIC-E2＞ 

⚫ 高齢者の医療とケア 3 ＜EPIC-E3＞ 

⚫ 認知症の看護①②※1(同じ内容を 2 回開催) ＜EPIC-D（Dementia）①②＞ 

⚫ 高齢者の権利・尊厳と EOL ケア ＜EPIC-RDE（Rights, Dignity and EOL）＞               

２．高齢者総合ケア研修の開講講座 

２日間すべての講義を受講された方に、 

修了証を発行いたします 

（上はサンプル） 

２日間の研修テキスト 

（上は 2025 年度の各講座テキスト） 



 

 

 

 

(EPIC-E1)   

講座目標 

１）高齢者に特徴的な疾病・症候や、その予防・治療について理解する。 

２）高齢者を包括的に診る視点や、症状の観察、判断の要点について理解する。 

３）高齢者へのケアを実践・展開する上で主体性を尊重することや倫理的視点について 

理解する。 

４）高齢者を全人的に捉え、ケアを提供するために必要な専門知識について習得する。 

５）高齢者の心身の状態や生活機能の維持向上に資するケアについて考察する。 

時間割 講義テーマ（講義順） 

1 日目 

9:00～9:10 オリエンテーション 

9:10～10:10 フレイルについて 

10:20～11:20 高齢者の多病と多様性（フレイル除く） 

11:30～12:00 高齢者の心理 

13:00～13:30 高齢者のみかた ～CGA（高齢者総合機能評価）～ 

13:40～14:40 高齢者の精神 -うつ状態とせん妄- 

14:50～15:50 高齢者が地域で生活をするには意思決定・ACP をもとに考える 

16:00～17:00 認知症の基礎知識 

2 日目 

9:00～10:00 

高齢者の聴覚・嗅覚の変化と生活への影響 

・高齢者の「におい」の障害について 

・外来・病棟で知っておきたい高齢者の「きこえ」の障害について 

10:10～10:40 高齢者の視覚の変化と生活への影響 

10:50～11:20 高齢者とくすり（基本） 

11:30～12:30 高齢者のリハビリテーション総論 

13:30～14:30 暮らしを支える看護 

14:40～15:40 高齢者のリハビリテーション -転倒とバランス- 

15:50～17:00 事例検討 

17:00～17:10 修了式・アンケート記入 

３．講座目標・講義テーマ・時間割 



高齢者の医療とケア 2 (EPIC-E2)     

講座目標  

1）高齢者に特徴的な疾病・症候や、その予防・治療について理解する。 

2）高齢者を包括的に診る視点や、症状の観察、判断の要点について理解する。 

3）高齢者へのケアを実践・展開する上で主体性を尊重することや倫理的視点について 

理解する。 

4）高齢者を全人的に捉え、ケアを提供するために必要な専門知識について習得する。 

5）高齢者の心身の状態や生活機能の維持向上に資するケアについて考察する。 

時間割 講義テーマ（講義順） 

1 日目 

9:00～9:10 オリエンテーション 

9:10～9:55 高齢者の栄養管理 

10:05～10:50 高齢者の摂食嚥下障害とお口の健康 

11:00～12:00 高齢者のオーラルフレイル（口腔ケア含め） 

13:00～14:00 認知症ケア 

14:10～15:10 高齢者の皮膚・褥瘡 

15:20～16:05 高齢者の排尿障害 

16:15～16:45 高齢者の排尿ケア 

2 日目 

9:00～9:45 退院支援・地域連携・在宅医療管理技術 

9:55～11:05 認知症のリハビリテーション 

11:15～12:15 高齢者のフットケア 

13:20～14:10 高齢者の感染症と看護 

14:20～15:30 認知症予防・コグニサイズ 

15:40～17:00 事例検討 

17:00～17:10 修了式・アンケート記入 



高齢者の医療とケア 3 (EPIC-E3)      2026.12.2(水)～12.3(木) 

講座目標 

1）高齢者に特徴的な疾病・症候や、その予防・治療について理解する。 

2）高齢者を包括的に診る視点や、症状の観察、判断の要点について理解する。 

3）高齢者へのケアを実践・展開する上で主体性を尊重することや倫理的視点について 

理解する。 

4）高齢者を全人的に捉え、ケアを提供するために必要な専門知識について習得する。 

5）高齢者の心身の状態や生活機能の維持向上に資するケアについて考察する。 

時間割 講義テーマ（講義順） 

1 日目 

9:00～9:10 オリエンテーション 

9:10～9:50 高齢者の薬物療法 

10:00～10:40 脳卒中リハビリテーション看護 

10:50～12:00 生活期リハの概要と自立支援機器の紹介 

13:00～13:50 高次脳機能障害総論・評価 

14:00～14:40 高次脳機能障害のケア 

14:50～15:30 退院支援の基礎知識 

15:40～17:00 HEPOP（Home Exercise Program for Older People） 

2 日目 

9:00～10:00 高齢者の呼吸ケア（COPD を中心に） 

10:10～10:55 高齢者の心不全・虚血性心疾患・不整脈について 

11:05～11:50 高齢者の心不全とケア 

12:50～13:20 口から食べるということ 

13:20～13:50 認知症高齢者の摂食嚥下障害に対するケア 

14:00～14:30 高齢者の胃腸疾患と治療 

14:40～15:10 高齢者の排便ケア 

15:20～16:50 事例検討 

16:50～17:00 修了式・アンケート記入 



認知症の看護① (EPIC-D①)       2026.10.14（水）～10.15（木） 

講座目標 

１）認知症に関する近年の動向、施策について理解する。 

２）認知症の病態・診断・予防～治療について理解する。 

３）認知症を有する人を中心とした理念に基づく対応やコミュニケーション方法を理解する。 

４）BPSD・せん妄を呈する認知症高齢者のアセスメントの要点と援助について理解する。 

５）認知症を有する人の療養環境に対する倫理的視点と人的・物的環境の調整方法を理解する。 

時間割 講義テーマ（講義順） 

1 日目 

9:00～9:10 オリエンテーション 

９:10～9:30 認知症ケアの歴史 

9:35～10:05 認知症を取り巻く社会 

10:15～11:00 認知症の診断・治療 

11:05～11:35 認知症を測る 

12:30～12:50 認知症とともに生きる 

13:00～13:30 認知症ケアの真髄 

13:35～14:15 認知症と意思疎通 

14:20～14:50 認知症の人が食べたくなる食事 

15:00～15:45 倫理的課題「難しいけれど大切なこと」 

15:55～16:35 意思決定支援：「決める」を支える 

16:40～17:10 ディスカッション 

2 日目 

9:00～9:20 薬に関して知っておきたいこと 

9:25～10:05 BPSD 症状への対応と対策 

10:10～10:40 多職種でつながる  

10:50～11:20 対談：滞在の場としての心地よい病棟とは 

11:25～12:00 ディスカッション 

13:00～13:40 認知症ケアの現場で活かせるリハビリ技術とその応用 

13:50～14:20 地域でみんなで暮らすこと 

14:30～15:00 家族とともに 

15:10～15:30 退院支援：家に帰るためには 

15:40～17:00 事例検討 

17:00～17:10 修了式・アンケート記入 



認知症の看護② (EPIC-D②)       2026.11.25（水）～11.26（木） 

講座目標 

１）認知症に関する近年の動向、施策について理解する。 

２）認知症の病態・診断・予防～治療について理解する。 

３）認知症を有する人を中心とした理念に基づく対応やコミュニケーション方法を理解する。 

４）BPSD・せん妄を呈する認知症高齢者のアセスメントの要点と援助について理解する。 

５）認知症を有する人の療養環境に対する倫理的視点と人的・物的環境の調整方法を理解する。 

時間割 講義テーマ（講義順） 

1 日目 

9:00～9:10 オリエンテーション 

９:10～9:30 認知症ケアの歴史 

9:35～10:05 認知症を取り巻く社会 

10:15～11:00 認知症の診断・治療 

11:05～11:35 認知症を測る 

12:30～12:50 認知症とともに生きる 

13:00～13:30 認知症ケアの真髄 

13:35～14:15 認知症と意思疎通 

14:20～14:50 認知症の人が食べたくなる食事 

15:00～15:45 倫理的課題「難しいけれど大切なこと」 

15:55～16:35 意思決定支援：「決める」を支える 

16:40～17:10 ディスカッション 

2 日目 

9:00～9:20 薬に関して知っておきたいこと 

9:25～10:05 BPSD 症状への対応と対策 

10:10～10:40 多職種でつながる  

10:50～11:20 対談：滞在の場としての心地よい病棟とは 

11:25～12:00 ディスカッション 

13:00～13:40 認知症ケアの現場で活かせるリハビリ技術とその応用 

13:50～14:20 地域でみんなで暮らすこと 

14:30～15:00 家族とともに 

15:10～15:30 退院支援：家に帰るためには 

15:40～17:00 事例検討 

17:00～17:10 修了式・アンケート記入 



高齢者の権利 ・ 尊厳 とエ ン ド オ ブ ラ イ フ ケ ア  ( E P I C - R D E ) 

 2026.11.18（水）～11.19（木） 

講座目標  

1）高齢者の在宅医療に関わる施策や在宅医療推進、地域包括ケアについて理解する。 

2）高齢者の在宅医療の実際や多職種の役割・活動について理解する。 

3）在宅療養中の高齢者に生じている諸問題と社会支援・制度について理解する。 

4）高齢者の退院支援や多職種との連携に関する具体的方策について考察する。 

5）エンドオブライフ期の医療とケアに関する諸問題や近年の動向を理解する。 

6）非がん疾患の終末期の苦痛を緩和する医療の実際について理解する。 

7）高齢者の人生及び価値観、文化にも配慮する医療とケアについて理解する。 

8）エンドオブライフケアにおける看護の役割や、チームアプローチについて考察する。 

時間割  講師・講義テーマ（講義順）                                

1 日目 

9:00～9:10 オリエンテーション 

9:10～9:50 ACP の実践活動 

10:00～11:00 高齢者の尊厳と EOL における倫理的課題 

11:10～12:10 エンドオブライフケア（EOLC）の基本 

13:10～14:10 EOL におけるコミュニケーション 

14:20～15:20 在宅における EOL ケア 

15:30～16:10 症状マネジメント 

16:20～17:10 症状緩和（薬物療法を中心に） 

2 日目 

9:00～10:00 高齢者医療・福祉制度 

10:10～11:10 訪問薬剤師の実践活動 

11:20～12:20 在宅医療と地域連携 

13:20～14:20 身体拘束（身体拘束最小化に向けた取り組み） 

14:30～16:00 事例検討 

16:00～16:10 修了式・アンケート記入 



 

 

 

 

認知症高齢者の看護・実習     第１クール※1 2026.10.8（木）～10.9（金） 

第２クール  2026.11.12（木)～11.13（金） 

第３クール  2026.12.10（木）～12.11（金） 

講座目標  

1）その人中心のケアの理念に基づく病棟運営の実際を理解する。 

2）身体合併症を有する認知症高齢者への医療とケアの実際を理解する。 

3）習得した知識・技術に基づき認知症高齢者にかかわり、認知症ケアが実践できる。 

4）認知症ケア推進のためのチームアプローチ、組織的活動について理解する。 

実習場所・受講資格                                  

実習場所：認知症専門病棟など 

受講資格：実習受講者は、2012～2023 年度に開催された本研修内の「認知症高齢者の看護」

の修了者、または 2025 年度、2026 年度の「認知症の看護」の修了者に限る。 

※1 第 1 クールは、2012～2023 年度までの「認知症高齢者の看護」または 

2025 年度「認知症の看護」を受講された方が対象となりますのでご注意ください。 

申込時、「認知症高齢者の看護」または「認知症の看護」を受講した年度を記載してください。 

実習担当 

認知症看護認定看護師 老人看護専門看護師 

実習時間 9:00～12:00 13:00～17:00 

1 日目 

オリエンテーション 

病棟実習 

D2ST ラウンド見学 

病棟実習 

認知症高齢者とのかかわり 

夕活（リハビリ・レクリエーション）参加 
 

2 日目 

多職種カンファレンス見学（8:30～） 

認知症高齢者とのかかわり 

朝活参加 

病棟実習 

認知症高齢者とのかかわり 

高齢者・身体拘束の体験 

排便ラウンド見学 

実習の振り返り 

「認知症高齢者の看護・実習」 

認知症・せん妄サポートチーム（Dementia & Delirium 

Support Team：D2ST）ラウンド見学の様子 



 

 

 

 【受 講 資 格】  実務経験 2 年以上の医療・介護職 

【募 集 定 員】  研修 ： 60 名／講座   実習 ： 5 名 ／クール 

 (各研修および実習はすべて先着順となります) 

【受 講 料 】  1 講座 （研修受講のみ）25,000 円 （宿泊棟利用希望）29,800 円 

1 クール（実習のみ）7,000 円／2 日間 （宿泊棟利用希望）11,800 円／2 日間 

※ 講義は最少 15 名から、実習は最少 3 名から実施いたします。申し込み人数が最少人数を満た

さなかった場合、今年度の開講はございませんのでご了承ください。 

※ 「認知症高齢者の看護・実習」の受講は、2023 年度までの本研修における「認知症高齢者の

看護」の修了者、または今年度の実習開催日までの「認知症の看護」修了者を対象に開講して

います。申込時、「認知症高齢者の看護」または「認知症の看護」の受講年度を記載してくだ

さい。 

※ 受講料は前払いです。受講決定通知書と送付される請求書に記載された指定期日までにお振込みく

ださい。 

※ 振込みされた受講料は返金に応じられませんのでご注意ください。やむを得ず出席が難しい場

合は、最終ページ「【問い合わせ先】〇その他事務手続きについて」までご連絡ください。 

※ 領収書は原則として発行しておりませんので、振込金受取書（ATM 振込明細書）等を領収書の

代わりとしてご利用ください。 

 

 

講座名 日程 
研修 

方法 
期間 受講料 

高齢者の医療とケア 1 9/30(水)～10/1(木) 

講義 2 日間 上記参照 

高齢者の医療とケア 2  10/28（水)～10/29(木) 

高齢者の医療とケア 3 12/2(水)～12/3(木) 

認知症の看護① 10/14(水)～10/15(木) 

認知症の看護② 11/25(水)～11/26(木) 

高齢者の権利・尊厳と EOL ケア 11/18(水)～11/19(木) 

認知症高齢者の看護・実習 

10/8(木)～10/9(金) 

11/12(木)～11/13(金) 

12/10(木)～12/11(金) 

実習 2 日間 上記参照 

４．受講資格・募集定員・受講料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 受講決定通知書に事前アンケート用 QR コードを同封します。 

講師への質問がありましたら、ご記入ください。 

2．講師の都合により講師の変更等を行うことがございます。 

3．教育研修棟には宿泊室が併設されております。 

①研修初日のみ宿泊をご希望される方 

お部屋の数には限りがあります。希望者多数の場合は先着順の受付とさせていただきます。 

後日、請求書を送付いたしますので、金額をご確認ください。 

②研修前日の宿泊を希望される方（先着順） 

前日の宿泊希望については、国立長寿医療研究センターホームページ TOP から長寿医療研修 

センターを選んでいただき、宿泊予約申込書に必要事項を記載の上、FAX・メール・郵送のいず  

れかでお送りください。宿泊費は当日現金で徴収いたします。 

なお、宿泊予約はお電話による申込みには応じておりませんので、ご注意ください。 

※アメニティは、バスタオル、フェイスタオル、目覚まし時計、冷蔵庫、電気ポット、ヘアドラ

イヤー、LAN ケーブル（各室）のご準備があります。その他必要なものは、各自でご準備くだ

さい（売店で一部販売しています）。 

4．今年度は昨年度のアンケート結果を踏まえ新しい試みを行っております。2027 年度も今年度の

研修・実習状況やアンケート結果などにより変更となる可能性がございます。 

〇研修の申し込みは、下記の QR コードからお願いいたします。 

インターネットからの申し込みが難しい場合は、問い合わせ先までご相談ください。 

〇おひとりで複数講座を受講することも可能です。 

〇申し込みは先着順で受け付けます。 

〇申し込み締め切り 2026 年 7 月 31 日（日）２4 時 

〇申し込み締め切り後、受講決定通知書送付予定（8 月下旬予定） 

 

 

５．研修申し込み方法 

６．受講にあたってのお願いとお知らせ 



 

【問い合わせ先】 

〒474-8511 愛知県大府市森岡町 7-430 国立長寿医療研究センター 

長寿医療研修センター 高齢者総合ケア研修事務局 

 

〇研修内容について 

高齢者看護学教育研修室 猪口里永子（inokuchi[at]ncgg.go.jp） 

 

〇その他事務手続きについて 

研修管理室          中村 修司 （s-nakamura[at]ncgg.go.jp） 

※[at]で記載しております。＠に変換して送付ください。 

TEL：0562-46-2311（病院代表）     FAX：0562-45-5813（研修センター） 


